
去
る
10
月
22
日
・
23
日
の
「
第
42

回
お
お
ぞ
う
町
民
芸
術
祭
」
は
、
コ
ロ

ナ
禍
前
の
開
催
状
況
と
同
様
の
形
と
は

な
ら
ず
、
会
場
は
大
沢
校
（
第
１
会
場
）

と
大
沢
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
第
２
会

場
）
の
２
会
場
を
使
用
し
て
の
開
催
で

し
た
。

１
日
目
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
十
分
な
練

習
が
困
難
な
状
況
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

舞
台
関
係
者
に
よ
る
４
つ
の
団
体
に
演

技
を
し
て
頂
き
、
久
し
ぶ
り
に
地
域
の

方
々
と
楽
し
く
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
交
流

の
場
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
銭

太
鼓
の
音
頭
に
合
わ
せ
て
「
新
大
沢
音

頭
」
を
輪
に
な
っ
て
み
ん
な
で
踊
り
初

日
が
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
大
沢
地
域
事
務
局
の
啓
発

事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
鈴
木
広
史
さ

ん
に
野
菜
ブ
ー
ケ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
シ
ョ
ー
を
披
露
し
て

頂
き
、
年
間
約
４
０
０
種
類

の
野
菜
を
ハ
ウ
ス
等
で
育
て
、

そ
の
野
菜
で
創
る
色
鮮
や
か

な
ブ
ー
ケ
は
素
晴
ら
し
く
て

感
動
し
ま
し
た
。

以
前
大
沢
小
学
校
で
教
鞭

を
と
ら
れ
て
い
た
、
松
下
行

馬
先
生
の
ピ
ア
ノ
演
奏
に
よ

る
板
井
美
知
ソ
プ
ラ
ノ
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

数
年
来
学
校
で
親
し
ま
れ
て

き
た
「
こ
の
町
が
好
き
」
が
体
育
館
い
っ

ぱ
い
に
響
き
わ
た
り
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。展

示
関
係
は
大
沢
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
日
目
の
午
前
に

行
わ
れ
た
、
幼
小
中
の
音
楽
会
は
コ
ロ

ナ
禍
で
人
数
制
限

の
中
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
学
校
の

ご
厚
意
で
３
年
ぶ

り
に
動
画
ネ
ッ
ト

配
信
を
地
域
の
方
々

と
鑑
賞
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
難
し

い
状
況
の
中
、
そ

れ
ぞ
れ
の
楽
器
に

向
き
合
っ
て
練
習

し

た

成
果
を
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
皆
様

に
は
、
数
多
く
の
作
品
を
出
展
し
て
頂

き
、
多
様
な
趣
味
に
驚
き
ま
し
た
。

２
日
間
、
町
民
の
皆
様
に
は
、
多
く

の
ご
来
場
を
頂
き
、
盛
大
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
コ
ロ
ナ
に
負
け

ず
、
芸
術
祭
の
盛
り
上
げ
に
ご
協
力
頂

く
と
と
も
に
、
ご
指
導
を
何
卒
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す

が
、
出
展
や
出
演
頂
い
た
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
松
下
重
喜
）

11
月
２
日

北
区
連
合
自
治
協
議
会

と
区
長
と
の
懇
談
会
に
お
い
て
、
大
沢

町
よ
り
の
要
望
内
容
に
つ
い
て
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
１
）
道
路
の
側
溝
清
掃
や
歩
道
の
清

掃
町
内
の
道
路
に
お
い
て
は
、
降
雨
の

際
に
泥
や
ゴ
ミ
が
側
溝
に
堆
積
し
、
排

水
機
能
が
損
な
わ
れ
て
い
る
。
地
区
内

で
清
掃
活
動
を
実
施
し
て
い
る
が
、
幹

線
道
路
の
県
道
は
危
険
も
伴
う
た
め
、

県
道
沿
い
側
溝
に
つ
い
て
は
、
定
期
パ

ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
堆
積
発
見
の
際
は
至

急
除
去
を
願
い
た
い
。
ま
た
、
歩
道
上

の
泥
等
の
堆
積
物
も
除
去
を
。

（
２
）
屏
風
辻
・
瀧
・
宮
坂
線
の
通
行

止
め
解
除
及
び
拡
幅

北
六
甲
Ｃ
Ｃ
か
ら
八
多
町
西
畑
に
抜

け
る
道
路
は
、
３
年
以
上
経
っ
た
現
在

で
も
地
権
者
に
よ
る
通
行
止
め
の
措
置

が
と
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
生
活
道
路
と

し
て
の
通
行
止
め
箇
所
の
解
除
と
神
戸

市
に
よ
る
早
期
の
本
格
的
な
拡
幅
整
備

着
手
並
び
に
定
期
的
な
情
報
提
供
を
。

ま
た
、
不
通
に
よ
り
や
む
な
く
迂
回
路

と
し
て
利
用
し
て
い
る
県
道
山
田
三
田

線
の
安
全
対
策
を
。

（
３
）
定
住
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

町
で
は
地
域
の
様
々
な
課
題
に
対
処

す
る
た
め
、
そ
の
一
つ
と
し
て
空
き
家

所
有
者
と
移
住
希
望
者
を
つ
な
ぐ
取
組

を
進
め
て
い
る
。
規
制
緩
和
と
し
て
移

住
者
用
住
宅
等
の
手
続
き
が
簡
素
化
さ

れ
た
が
、
農
村
地
域
へ
の
定
住
人
口
増

加
の
た
め
、
①
移
住
者
用
住
宅
建
築
に

あ
た
り
、
空
き
家
改
修
と
同
じ
補
助
制

度
の
創
設
等
検
討
を
。
ま
た
、
②
移
住

者
用
賃
貸
住
宅
事
業
の
再
検
討
も
含
め
、

人
口
増
加
へ
の
仕
組
み
再
考
を
。

行
政
か
ら
の
回
答
と
し
て
、
要
望
事
項

（
１
）
は
、
地
域
の
清
掃
活
動
に
感
謝
。

側
溝
清
掃
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
ご
要

望
に
よ
り
対
応
。
町
内
の
神
戸
市
道
路

に
関
し
て
も
要
望
に
て
対
応
。

（
２
）
は
、
用
地
買
収
に
向
け
て
確
定

測
量
を
実
施
中
。
引
続
き
通
行
止
め
早

期
解
消
及
び
道
路
拡
幅
を
目
指
し
地
権

者
と
交
渉
等
を
進
め
た
い
。
迂
回
路
は

民
地
が
あ
り
所
有
者
の
了
解
取
り
ま
と

め
あ
れ
ば
設
置
検
討
。
舗
装
は
現
地
確

認
の
上
対
応
。

（
３
）
は
、
①
空
き
家
改
修
補
助
は
対

象
事
業
を
拡
大
、
空
き
家
バ
ン
ク
登
録

土
地
に
移
住
者
が
新
築
の
場
合
も
対
象
、

活
用
を
。
②
今
年
７
月
の
規
制
緩
和
で

は
、
様
々
な
用
途
変
更
を
可
能
と
し
た
。

制
度
浸
透
に
時
間
を
要
す
る
状
況
。
広

報
に
も
力
を
入
れ
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

捉
え
て
周
知
を
図
る
。

以
上
の
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。
今
後

そ
の
推
移
を
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
自
治
連
合
会

大
家
重
明
）
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健
康
コ
ラ
ム

【
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
】

■
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
と
は

昭
和

43
年
に
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
ハ

イ
オ
州
ノ
ー
ウ
ォ
ー
ク
と
い
う
町
の
小

学
校
で
集
団
発
生
し
た
急
性
胃
腸
炎
の

患
者
の
便
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
、

発
見
さ
れ
た
土
地
の
名
前
を
冠
し
て
ノ
ー

ウ
ォ
ー
ク
ウ
イ
ル
ス
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
11
月
頃
か
ら
発
生
件
数
が
増
加

し
は
じ
め
、
12
月
～
１
月
頃
が
発
生
の

ピ
ー
ク
と
な
り
ま
す
。
３
歳
未
満
、
65

歳
以
上
の
方
は
、
検
査
が
保
険
適
応
と

な
り
ま
す
が
、
多
く
は
、
症
状
や
周
囲

の
感
染
状
況
か
ら
診
断
さ
れ
ま
す
。

■
症
状

潜
伏
期
間
は
24
～
48
時
間
で
、
嘔
吐
、

下
痢
、
腹
痛
な
ど
が
主
な
症
状
で
す
。

健
康
な
方
は
、
２
日
程
度
で
回
復
し
ま

す
が
、
こ
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
、
免
疫

力
が
低
い
方
は
、
重
症
化
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
感
染
経
路

ほ
と
ん
ど
が
経
口
感
染
で
、
以
下
の
よ

う
な
感
染
様
式
が
多
い
で
す
。

(1)
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
加
熱

不
十
分
な
２
枚
貝
、
消
毒
不
十
分
な
井

戸
水
を
摂
取
し
た
場
合
。

(2)
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま
れ
た
便
や
吐

物
か
ら
人
の
手
な
ど
を
介
し
て
二
次
感

染
し
た
場
合
。

(3)

食
品
取
扱
者
が
感
染

し
て
お
り
、
そ
の
物
を

介
し
て
汚
染
し
た
食
材

を
摂
取
し
た
場
合
。

(4)
人
か
ら
人
へ
ウ
イ
ル
ス
が
飛
沫
し
た

場
合
。

■
治
療
方
法

治
療
薬
は
な
く
、
脱
水
に
対
す
る
輸
液

な
ど
の
対
症
療
法
に
限
ら
れ
ま
す
。
下

痢
止
め
薬
は
、
回
復
を
遅
ら
せ
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
使
用
し
な
い
こ
と
が
望

ま
し
い
で
し
ょ
う
。

■
予
防
方
法

(1)
食
事
の
前
や
ト
イ
レ
の
後
に
は
、
必

ず
15
秒
～
30
秒
、
石
鹸
と
流
水
で
手

を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

(2)
下
痢
や
嘔
吐
等
の
症
状
が
あ
る
方
は
、

食
品
を
直
接
取
り
扱
う
作
業
を
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

(3)
調
理
器
具
等
は
使
用
後
に
洗
浄
、
殺

菌
し
ま
し
ょ
う
。

(4)
患
者
に
接
す
る
方
は
、
患
者
の
便
や

吐
物
を
適
切
に
処
理
し
、
感
染
を
広
げ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

(5)
特
に
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
な
ど
免

疫
力
の
弱
い
方
は
、
食
品
の
中
心
部
ま

で
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

※
ア
ル
コ
ー
ル
は
効
果
が
な
い
た
め
、

環
境
消
毒
に
は
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

参

考

資

料

：

ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
に
関
す
る

Ｑ
＆
Ａ
（
厚

生
労
働
省
）

ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に

注
意
し
ま
し
ょ

う
（
神
戸
市

保
健
所
）

11
／
６
上
大
沢
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

団
体
の
部

優

勝

上
大
沢
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

準
優
勝

上
大
沢
グ
レ
ー
プ

３

位

次
郎
ヶ
谷
水
利
組
合

個
人
の
部

優

勝

辻
井

稔

さ
ま

準
優
勝

辻
井

和
彦

さ
ま

３

位

福
永

通
凡

さ
ま

皆
さ
ま
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

12
／
２

学
校
運
営
協
議
会

12
／
５

光
山
だ
よ
り
編
集
委
員
会

12
／
６

民
生
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会

12
／
8

地
域
事
務
局
Ｐ
長
会
議

12
／
10

大
沢
ふ
る
さ
と
検
定

12
／
12

婦
人
会
定
例
役
員
会

12
／
15

自
治
連
合
会
定
例
役
員
会

12
／
21

ふ
れ
あ
い
昼
食
会

12
／
22

都
市
と
の
交
流
Ｐ
Ｊ
会
議

12
／
25

光
山
だ
よ
り
配
布

（４）こうさんだより 令和４年１２月号 第６０５号

洗
面
の
鏡
磨
き
て
冬
に
入
る

三
恵
子

唱
歌
な
ど
口
ず
さ
み
も
し
て
花
野
み
ち

三
恵
子

献
血
の
呼
び
声
頻
り
冬
に
入
る

純

子

菊
人
形
袂
調
へ
菊
師
去
る

純

子

味
噌
汁
は
熱
き
が
旨
し
冬
に
入
る

弘

枝

喜
寿
迎
ふ
日
々
恙
な
く
草
紅
葉

弘

枝

俳
句

行
事
予
定

町
民
の
動
き

う
ぶ
ご
え

11
／
６
中
大
沢

岡
波
雅
雄
さ
ん

寿
仁
（
な
が
と
）
ち
ゃ
ん
を

お
く
や
み

11
／
10
中
大
沢

小
池
道
代
様

71
歳

大
沢
社
会
福
祉
協
議
会

中
大
沢

中
西
諭
吉
様
よ
り

善
意
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

絵 小西恵子様

ス
ポ
ー
ツ
情
報



11
月
３
日
（
木
・
祝
）。
イ
オ
ン
モ
ー

ル
㈱
様
の
ご
協
力
の
も
と
に
、
イ
オ
ン

モ
ー
ル
神
戸
北
１
階

さ
ざ
ん
か
コ
ー

ト

特
設
会
場
で
『
豊
か
な
自
然
と
伝

統
・
文
化
に
育
ま
れ
た
ふ
る
さ
と

お

お
ぞ
う
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
大
沢
フ
ェ

ス
タ
」
を
開
催
。

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
防
止

対
策
に
て
、
２
年
間
未
実
施
の
ス
テ
ー

ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
再
開
。
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
は
銭
太
鼓
や
獅
子
舞
を
披
露
し
、

多
く
の
方
に
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し

た
。
銭
太
鼓
体
験
や
獅
子
舞
の
噛
む
噛

む
タ
イ
ム
で
は
、
子
ど
も
達
も
と
て
も

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
直
売
・
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

地
元
大
沢
の
新
鮮
な
野
菜
・
お
米
・
加

工
食
品
等
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
及
び
水
槽

で
の
希
少
生
物
観
察
の
コ
ー
ナ
ー
、
大

沢
ぐ
ら
し
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
お
お
ぞ
う

の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
バ
ラ
タ

ン
』
の
T
シ
ャ
ツ
・
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
の
ブ

ラ
ン
ド
コ
ー
ナ
ー
等
も
開
設
し
、
大
沢

の
魅
力
が
ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ
た
イ
ベ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。

ご
来
場
者
・
協
力
者
の
皆
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
大
家
重
明
）

12
／
23
（
金
）

映
画
上
映
会

「
百
姓
の
百
の
声
」

大
沢
町
の
地
域
拠
点
施
設
「
一
十
土

（
イ
ッ
ト
ウ
チ
）」
に
て
映
画
上
映
会
を

開
催
し
ま
す
。
「
百
姓
の
百
の
声
」
と

い
う
映
画
で
長
年
「
現
代
農
業
」
の
編

集
を
さ
れ
て
い
る
方
が
全
国
の
農
家
さ

ん
を
対
象
に
取
材
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
監

督
も
大
沢
町
に
来
る
予
定
で
す
。
大
沢

町
の
皆
さ
ん
と
交
流
の
場
を
設
け
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
会
場
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

（２）こうさんだより 令和４年１２月号 第６０５号

※

定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

11
月
５
日
（
土
）
に
空
き
物
件
の
内

見
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
空
き

物
件
１
件
に
加
え
、
空
き
農
地
３
件
も

ご
案
内
し
、
総
勢
21
組
41
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
大
沢
町
へ
の
移
住
希
望

者
数
は
延
べ
70
組
に
達
し
、
た
く
さ
ん

の
方
々
が
大
沢
町
に
お
越
し
に
な
り
た

い
と
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
方
々

や
地
域
の
た
め
に
も
、
空
き
家
だ
け
で

な
く
空
き
土
地
や
田
畑
な
ど
、
ど
ん
な

些
細
な
ご
相
談
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
空
き
家
・
空
き
土

地
は
Ｊ
Ａ
兵
庫
六
甲
大
沢
支
店
に
て
相

談
受
付
中
で
す
。

※

交
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

11
月
10
日
（
木
）
に
交
通
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
拡
大
会
議
を
行
い
、
大
沢
ス
マ
イ

ル
バ
ス
の
利
用
状
況
と
利
用
促
進
に
つ

い
て
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
試
験
運

行
開
始
後
の
利
用
者
カ
ー
ド
の
発
行
数

は
約
50
枚
、
の
べ
利
用
者
数
は
約
250
人

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
色
々
な

機
会
に
広
報
を
行
い
、
お
一
人
で
も
多

く
の
方
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
様

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
利
用
に

関
す
る
ご
質
問
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

交
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
問
い
合
わ
せ
先

954-0301

大
沢
出
張
所
内
）
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

都
市
と
の
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

11
月
12
日
（
土
）
に
「
大
沢
ふ
れ
あ

い
コ
メ
づ
く
り
ひ
ろ
ば
」
《
収
穫
祭
》

編
を
９
組
35
名
の
参
加
者
を
迎
え
、
竹

を
加
工
し
て
の
竹
飯
作
り
、
竹
コ
ッ
プ

や
お
箸
を
作
る
竹
細
工
等
に
挑
戦
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
特
別
に
松

茸
も
ご
用
意
い
た
だ
き
、
松
茸
ご
飯
と

松
茸
の
お
吸
い
物
を
参
加
者
全
員
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
帰
り
に
は
最
終
回
と

い
う
事
で
今
年
の
新
米
と
お
ま
け
の
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
と
サ
ツ
マ
イ
モ
を
お
持
ち

帰
り
い
た
だ
き
、
無
事
今
年
度
の
コ
メ

づ
く
り
ひ
ろ
ば
を
終
了
し
ま
し
た
。

尚
、
先
月
号
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
地
域
事
務
局
の
ス
タ
ッ
フ
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
が
完
成
し
、
さ
っ
そ
く
今

回
か
ら
着
用
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

大沢町

地域事務局

掲示板

吉
田
さ
ん
の
地
域
興
し
コ
ー
ナ
ー

『
大
沢
フ
ェ
ス
タ
』

で
お
お
ぞ
う
の
魅
力
発
信

会場：一十土
大沢町上大沢2147-10電話：

090-7254-5432(吉田）

大
沢
幼
稚
園

幼
稚
園
の
テ
ー

マ
は
「
魔
法
使

い
」
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
歌
と
楽
器
遊

び

「

わ

ー

お

」

「
ド
レ
ミ
の
魔
法
」

で
す
。
幼
児
３
人

の
歌
声
が
広
い
音

楽
ホ
ー
ル
（
体

育
館
）
を
響
か
せ

ま
し
た
。
素
敵
な

歌
声
で
し

た
。
魔
法

使
い
に
な
っ

て
ほ
う
き

に
乗
り
、
ス
テ
ー
ジ
を
飛
び
回

り
ま
し
た
。
と
て
も
か
わ
い
い

姿
で
し
た
。
楽
器
遊
び
で
は
年

少
児
は
ハ
ン
ド
ベ
ル
・
タ
ン
バ

リ
ン
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
、
年

長
児
は
木
琴
・
キ
ー
ボ
ー
ド
と
、

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
で
音
楽
を
楽

し
み
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
演

奏
で
し
た
。

素
敵
な
幼
児
３
人
の
幼
稚
園

で
す
。

（
園
長

中
山
貞
二
）

大
沢
小
学
校

合
唱
も
再
開
さ
れ
た
音
楽
会

10
月

22
日
（
土
）
に
、
大
沢
校
園

合
同
音
楽
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
３
年
ぶ
り
に
合
唱
も
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
歌
う
活
動
が
な
か

な
か
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
初
め
は
声

を
出
し
て
歌
う
こ
と
自
体
も
難
し
か
っ

た
で
す
。
し
か
し
、
練
習
を
重
ね
る
中

で
、
広
い
音
楽
ホ
ー
ル
で
も
歌
声
が
響

く
よ
う
に
な
り
、
中
・
高
学
年
は
、
ソ

プ
ラ
ノ
と
ア
ル
ト
の
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
奏
で
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
身

を
使
っ
て
、
思
い
を
込
め
て
歌
う
姿
が
、

歌
詞
と
相
ま
っ
て
心
に
沁
み
渡
り
ま
し

た
。
歌
の
力
、
歌
う
こ
と
の
す
ば
ら
し

さ
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
音
楽
会

と
な
り
ま
し
た
。

（
校
長

渡
辺
真
理
子
）

大
沢
中
学
校

豊
か
な
響
き
に
満
ち
た

大
沢
校
園
合
同
音
楽
会

去
る
10
月
22
日
（
土
）
に
大
沢
校

園
の
合
同
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

依
然
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
の
制
限
が
多
く

あ
り
ま
す
が
、
小
学
校
を
中
心
に
少
し

ず
つ
歌
唱
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
加
わ
り
、

器
楽
合
奏
と
合
わ
せ
て
多
彩
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

演
奏
し
て
い
る
園
児
・

児
童
・
生
徒
た
ち
は

日
頃
の
練
習
の
成
果

を
思
う
存
分
発
揮
し
、

会
場
は
豊
か
な
響
き

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。
来
年
こ
そ

は
、
大
沢
校
園
で
全

員
合
唱
「
こ
の
町
が
好
き
」
を
演
奏
で

き
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

児
童
館
三
年
ぶ
り
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

11
月
12
日
（
土
）
、
雲
一
つ
な
い
秋

晴
れ
の
下
、
松
寿
会
と
大
沢
児
童
館
共

催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
、
大
人
の

方
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、

頑
張
っ
て
プ
レ
ー
を
し
ま
し
た
。
８
ホ
ー

ル
終
わ
る
頃
に
は
ず
い
分
上
手
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

ど
の
チ
ー
ム
も
真

剣
な
中
に
も
和
や

か
で
楽
し
い
雰
囲

気
が
見
ら
れ
、
素

敵
で
し
た
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

通
し
て
親
睦
が
深

め
ら
れ
た
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

ご
存
知
で
す
か
？

「
大
沢
ふ
る
さ
と
検
定
」

上
大
沢
ふ
れ
あ
い
会
館
に
て
、
12
月

10
日
（
土
）
午
後
２
時
検
定
開
始
。

今
回
７
回
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の

「
大
沢
ふ
る
さ
と
検
定
」
は
、
大
沢
町

に
関
す
る
自
然
、
風
土
、
歴
史
、
文
化

等
の
分
野
か
ら
「
お
お
ぞ
う
通
」
の
度

合
い
を
知
る
検
定
で
す
。
点
数
を
競
う

の
で
な
く
、
大
沢
へ
の
愛
着
を
深
め
る

と
と
も
に
、
知
ら
な
か
っ
た
「
お
お
ぞ

う
」
、
様
々
な
魅
力
を
持
つ
大
沢
町
の

知
識
を
深
め
、
ま
た
再
認
識
す
る
機
会

に
な
れ
ば
と
考
え
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
ど
の
よ
う
な
挑
戦
者
が
現
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

過
去
の
問
題
は
、
大
沢
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
一
度

挑
戦
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち

12
月
７
日
、

大
沢
中
学
校
１
年
生
の
皆
さ
ん
に
ふ
る

さ
と
学
習
会
と
し
て
、
大
沢
中
学
校
あ

る
あ
る
（
10
問
）
と
大
沢
ミ
ニ
検
定

（
10
問
）
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
日
、
皆
さ
ん
に
新
た
な
発
見
が
あ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。（

大
家
重
明
）

（３）こうさんだより 令和４年１２月号 第６０５号

知
っ
て
ほ
し
い

大
沢
（
お
お
ぞ
う
）
の
こ
と

「
大
沢
ふ
る
さ
と
検
定
」


